
「わが図書館ならではの本！！」 

～ 奄美支部 伊仙町中央公民館図書室 ～ 
 

伊仙町中央公民館図書室から本をご紹介いたし

ます。伊仙町は徳之島の南部に位置し、人口約

5,400人が暮らす農業と闘牛が盛んな町です。今回

ご紹介するのは、そんな徳之島・伊仙町の大家族

に生まれ、戦争で家族を失った祖母の思いを描い

たコミックエッセイ「戦争さえなければ」です。 

著者のてんてこまいさんの祖母は、当時戦争の

ために小学校に通えず、読み書きができないでい

ましたが、一念発起し53歳で夜間中学へ通い始め

ます。そこで綴った作文「戦争がにくい」には、

戦時下と戦後の過酷な日々と、心の叫びがありま

した。祖母の死後、作文を目にした著者が祖母の

思いを受け継ぎ、漫画という形で完成させたのが

この作品です。 

ほんわかとデフォルメされた絵柄

がとても魅力的で、どんなときも明

るく生き抜く祖母の姿やその家族の

絆に胸を打たれる作品です。 

また、作品には当時の食事や暮らしについてのコラムも掲載されており、戦中

戦後の徳之島の状況を感じながら読むことができます。 
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